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Ⅰ 羽田空港支局の現状

１ 沿革等

２ 施設概況

昭和27年 8月 1日
昭和36年 6月 5日
昭和53年 5月20日

昭和56年 4月 1日
平成22年 4月 1日
平成22年10月21日

平成22年10月31日
平成26年 3月30日
平成31年 4月 1日
令和 2年 3月

（１）羽田空港ターミナルビル官庁総面積 １６，８０２㎡
（うち入管専用面積 ５，４２１㎡）

（２）ＣＩＱ棟面積 １３，０４２㎡
（うち入管専用面積 １，６５２㎡）

東京入国管理事務所羽田空港出張所として開設
同出張所廃止，羽田入国管理事務所設置
成田空港開港に伴い，同事務所廃止
東京入国管理事務所羽田空港出張所設置
組織改編により東京入国管理局羽田空港出張所設置
組織改編により東京入国管理局羽田空港支局設置
現国際線ターミナル（旅客・貨物）供用開始
羽田空港ＣＩＱ棟にて業務開始
国際定期便就航
国際線発着枠の拡大（年６万→９万）
組織改編により東京出入国在留管理局羽田空港支局に名称変更
国内線第２ターミナルビルの拡充（国際線就航）予定
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Ⅰ 羽田空港支局の現状

３ 組織・職員数

２８４ ２９７
３２５

３６４
４００

４５７

（人）

各年度末職員数

○ 支局長の下に次長，審査監理官，総務課，偽変造文書対策室，審査管理部門，
第一～第七審査部門，審判部門及び警備部門が置かれている。

職員数 ４５７名（令和元年度末）



（１）現状

Ⅰ 羽田空港支局の現状
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バイオカート

【上陸審査場】
○ 審査ブース ５６ブース（中央５６）
△ 顔認証ゲート １０台（中央１０）
□ 指紋認証ゲート ４台（中央 ４）
◎ バイオカート ４３台（中央４３（ R元 . １２））

【出国審査場】
○ 審査ブース ２８ブース（中央２２＋北６）
△ 顔認証ゲート １６台（中央１３＋北３）
□ 指紋認証ゲート ６台（中央 ４＋北２）

【上陸審査場】
○ 審査ブース ８３ブース（２７ブース増（R２.３））
△ 顔認証ゲート １４台（４台増（R２.３））
□ 指紋認証ゲート ４台
◎ バイオカート ６３台（２０台増（R2 .3））

【出国審査場】
○ 審査ブース ４０ブース（１２ブース増（R２.３））
△ 顔認証ゲート ２３台（７台増（R２.３））
□ 指紋認証ゲート ６台

顔認証ゲート

（2）今後の予定

４ 施設等
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全国に占める出入（帰）国者数の割合（Ｈ３０）

成田空港 関西空港 羽田空港 中部空港 その他

羽田空港

５ 4大空港における出入（帰）国者数の推移

Ⅰ 羽田空港支局の現状

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１上半期（速報値）

全国 80,440,737 90,370,279 97,818,252 52,068,542
羽田空港 14,984,550 16,642,668 17,689,807 9,031,469
成田空港 26,938,380 28,893,361 31,359,994 16,084,445
関西空港 18,512,244 20,903,653 22,216,606 12,596,758
中部空港 5,167,691 5,489,806 5,882,248 3,298,338
その他 14,837,872 18,440,791 20,669,597 11,057,532
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円滑化
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H29.1 H29.6 H29.12 H30.6 H30.12 R1.6

羽田

成田

関西

中部

平成２９年 平成３０年 令和元年

上半期 下半期 上半期 下半期 上半期

全国平均 72% 76% 76% 79% 75%

羽田空港 77% 72% 79% 81% 75%

成田空港 71% 79% 74% 77% 74%

関西空港 72% 77% 74% 78% 68%

中部空港 73% 83% 81% 79% 70%

６ ４大空港における入国審査待ち時間２０分以内達成率の推移

Ⅰ 羽田空港支局の現状
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Ⅱ 羽田空港支局の課題とその対策１
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○ ２４時間空港ならではの特徴として，審査場が混雑する時間帯は，早朝，昼，夜

間と広範囲にわたり，夜勤担当のみではなく，日勤担当を拡充するなど，より細か

なニーズに対応できるよう，効率のよい人員配置について検討を重ねている。

（１）ソフト面

（２）ハード面

○ 平成３０年及び令和元年に顔認証ゲートを計２６台導入し，従来，日本人の審査を

行っていた審査官を外国人上陸審査ブースに増配置。

更に，本年度内に１１台（上陸４台，出国７台）を増配置予定。

顔認証ゲート

１ 審査待ち時間の更なる短縮

○ 令和元年１２月に，上陸審査場にバイオカート４３台を導入。同機器を活用する

ことにより，審査時間を従来の３分の２程度に短縮することが可能。

更に，令和２年３月に２０台を増配置予定。

○ その他，令和２年３月，審査ブース３９ブース（上陸２７

ブース，出国１２ブース）を増設予定。

これにより，より円滑な出入国手続を実施することが可能。



Ⅱ 羽田空港支局の課題とその対策２
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（１）ソフト面

○ 警察を始めとした関係機関との連携強化・合同訓練の実施

（２）ハード面

○ 平成３０年１２月，ブースのすり抜け・逆流防止センサー等の設置

２ 厳格な入国審査の更なる強化

２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を控え，更なる合同

訓練の実施を検討中。

○ ブラックリスト等を活用した厳格な上陸審査の実施

・ 入管庁として，警察等関係機関から情報を得るなどし，ブラックリストを拡充

（注）テロリスト等の顔画像情報も含む。

・ 当該リストを事前旅客情報(API)と照合し，慎重審査対象者の存否を確認

（注）API : 航空会社から提供される氏名，生年月日，国籍等の旅客情報

・ 乗客予約記録(PNR)を入管庁が保有するその他の情報と合わせて分析等を実施

（注）PNR : 航空会社から提供される予約番号や旅行日程等を含むより詳細な予約情報

・ 更に，支局において独自に不法残留者の傾向分析等を行い，厳格な上陸審査を実施

（参考）羽田空港支局における上陸拒否者数：H26→586件，H30→1,177件

○ 偽変造文書対策に係る研修等の実施
入国審査官の能力向上のため，偽変造文書対策室職員による研修等を実施



【参考資料１】THE WORLD’S BEST AIRPORT IMMIGRATION（2019）

順位 空港名 都市 国・地域名

1 香港国際空港 香港 中国

2 新東京国際空港 成田 日本

3 東京国際空港（羽田空港） 東京 日本

4 台湾桃園国際空港 台北 台湾

5 仁川国際空港 ソウル 韓国

6 中部国際空港（セントレア） 名古屋 日本

7 チャンギ国際空港 シンガポール シンガポール

8 コペンハーゲン国際空港 コペンハーゲン デンマーク

9 ミュンヘン国際空港 ミュンヘン ドイツ

10 関西国際空港 大阪 日本

※世界５５０空港の中で「出入国管理」の優れた空港トップ１０（注）

（注）
英国に拠点を置く航空サービス・リサーチ会社「スカイ・トラックス社」が，毎年，航空旅客に各空港の満足度調査を行い，カテゴリー別に結果を

公表しているもの（２０１９年の結果は，世界５５０空港を対象に１００以上の国・地域の１，３７３万人の航空旅客の投票によって選定）。
上記表は「出入国管理」カテゴリーの順位である。 8



【参考資料２】羽田空港の海外渡航先
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就航先

１９か国・地域

３１都市

※２０１９年４月現在

アジア
韓国、中国、香港、台湾
タイ、マレーシア、シンガポール
インドネシア、フィリピン、ベトナム

中 東

カタール
アラブ首長国連邦

欧 州
フランス、イギリス
ドイツ、オーストリア

オセアニア
オーストラリア

北 米
カナダ、アメリカ

４か国
５都市

２か国
２都市

10か国・地域
14都市

２か国
９都市

１か国
１都市

羽田空港



【参考資料３】羽田空港の全体図

就航先

１９か国・地域

３１都市

※２０１９年４月現在10か国・地域
14都市

１か国
１都市

国土交通省ＨＰより
10

ＣＩＱ棟

第２ターミナル拡充部分
（Ｒ２．３）


